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序     文 
 

ウズベキスタン共和国は 1991 年の独立以降、カリモフ大統領の強力な指導の下、市場経済化に

向けた“上からの改革”を進めてきました。その手法は漸進的であるため、経済に対する負の影

響は少ないが、本格的な改革への移行が実現すれば、市場経済化のための人材需要が飛躍的に高

まると予想され、将来を見据えた人材育成が国の課題になっていました。 

一方、わが国においては、市場経済化移行国を対象に、市場経済化を支える人材の育成と、日

本の「顔の見える協力」を実現する拠点として、「日本人材開発センター」（通称「日本センター」）

の設立が 1998 年に構想されました。ウズベキスタン共和国より同国内における同構想実現に向け

た強力な要請が示されたことを受け、独立行政法人国際協力機構（JICA）は独立行政法人国際交

流基金の協力を得て、ウズベキスタン日本人材開発センタープロジェクトを 2000 年 12 月より開

始しました。 

2005 年 7 月に実施した終了時評価調査では、プロジェクトの協力実績及び成果についてウズベ

キスタン共和国政府と検証を行い、ウズベキスタン日本人材開発センタープロジェクトが高い成

果を上げたことが確認されました。このため、ウズベキスタン共和国政府は、ウズベキスタン日

本人材開発センタープロジェクトフェーズ 2 の実施をわが国に要請し、ウズベキスタン共和国政

府と日本側との協議の結果、2005 年 12 月より 5 年間の計画でフェーズ 2 を実施することが合意

され、現在、フェーズ 2 としての技術協力プロジェクトが実施されています。 

今般、フェーズ 2 プロジェクト終了まで 10 カ月となったため、2010 年 2 月 9 日から 2 月 24 日

の日程で、終了時評価調査団を現地に派遣し、ウズベキスタン共和国側と合同で、プロジェクト

の終了時評価を実施しました。本報告書は、同調査団の調査・協議結果を取りまとめたものであ

り、本プロジェクト及び類似プロジェクトの成果達成のために広く活用されることを願うもので

す。 

終わりに、この調査にご協力とご支援を頂いた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 22 年 3 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
公共政策部長 中川 寛章 
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終了時評価調査結果要約表 
１．案件の概要 

国 名：ウズベキスタン共和国 案件名：ウズベキスタン日本人材開発センター

プロジェクト（フェーズ 2） 

分 野：民間セクター開発-中小企業育成・裾野

産業育成 
援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：公共政策部ガバナンスグループ日本

センター課 
協力金額（評価時点）：約 6 億 3,000 万円 

先方関係機関：対外経済関係・投資・貿易省 （R/D）：2005 年 12 月～2010 年 11 月

日本側協力機関：独立行政法人国際交流基金 
 
協力期間 

（延長）：なし 他の関連協力：JOCV とシニアボランティア 

１－１ 協力の背景と概要 
ウズベキスタン共和国（以下、「ウズベキスタン」という）はソ連邦の崩壊に伴い 1991 年に独

立し、計画経済から市場経済への移行をめざして、一連の経済改革を行ってきている。一方、わ

が国でも市場経済移行国への人材育成支援の一環として「日本人材開発センター」を設立する構

想があり、ウズベキスタン政府から支援の要請を受けて、対外経済関係・投資・貿易省（MFERIT）
を実施機関とするウズベキスタン日本人材開発センター（UJC）プロジェクトを 2000 年 12 月に

開始した。5 年間のフェーズ 1 の実施を終え、現在は 2005 年 12 月からフェーズ 2 を実施してい

る。2010 年 11 月にプロジェクトの終了を迎えるにあたり、2010 年 2 月に本終了時評価調査が実

施された。 
 
１－２ 協力内容 

ウズベキスタンの市場経済化を担う人材の育成及び日ウの相互理解促進をめざし、ビジネスコ

ース、日本語コース、相互理解促進事業等の活動を行う。 
 

（1）上位目標 
1） ウズベキスタン国における市場経済化に資する人材が育成される。 
2） 日本とウズベキスタン国の両国の相互理解が促進される。 

 
（2）プロジェクト目標 

「ウズベキスタン国における市場経済化に対応する人材育成」及び「ウズベキスタン国と

日本の相互理解促進」を行う拠点としての UJC の機能が強化される。 
 
（3）成 果 

1） センター運営に関し、UJC が効率的に運営される体制とシステムが確立される。 
2） ビジネスコース事業運営に関し、ニーズに応じて、企業経営についての実践的ノウハ

ウ・知識を民間セクターに効果的に提供するシステムが構築される。 
3） 日本語コース運営に関し、多様なニーズに応じた日本語教育を提供するとともに、その

機会を拡大するシステムが構築される。 
4） 相互理解促進事業に関し、経済・社会・文化面を中心にさまざまな分野に関するウズベ
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キスタン国と日本の情報を双方向に発信する機能が強化される。 
5） UJC の広報機能が強化される。 

 
（4）投入（評価時点） 

日本国側：総投入額約 6 億 3,000 万円 
   専門家派遣 計 262.2 人月（予定） 
   現地スタッフ雇用 24 人（2009 年 12 月末現在） 
   在外事業強化費 1 億 1,000 万円（2009 年 12 月末現在） 
   研修員受入れ 55 名（2009 年 12 月末現在） 
   機材供与 オーディオビジュアル機器、複写機、コンピュータ等 

 
相手国側： 

   人員配置 カウンターパート計 2 名（共同所長、会計・業務調整） 
運営経費負担 センター施設共益費（3,000 万円） 

   土地・施設提供 センター施設（タシケント市、ブハラ市） 

２．評価調査団の概要 

調 査 団 （1）総括：JICA 公共政策部ガバナンスグループ次長 森 千也 
（2）日本語コース評価企画：国際交流基金日本語教育専門家 小栗 潔 
（3）協力企画：JICA 公共政策部日本センター課 佐藤 里衣 
（4）評価分析：水産エンジニアリング㈱ 寺尾 豊光 

調査期間 2010 年 2 月 9 日～2010 年 2 月 24 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 主な実績 
（1）成果の達成状況 

成果 1 
本プロジェクト期間を通じ、活動を実施するうえで、適切なカウンターパート及び UJC

スタッフの人員配置が行われた。また、OJT や本邦研修を通じてスタッフの業務管理運営能

力は向上し、適切な計画・モニタリング体制の下、UJC が効率的に運営される体制とシステ

ムが確立されたといえる。ただし、収支バランスの面では、収入が伸びた一方で経費も増大

しており、今後も、相当の財務支援が必要である。 
 

成果 2 
UJC が提供するビジネスコースは、A コースから D コースと、4 種類のコースから構成さ

れており、タシケントあるいは地方都市のサービス産業や製造業等に向けて、数日間から 5
カ月の長短の研修期間により種々のビジネス研修を提供することができるまでになってい

る。基幹コースである A コースは、通称 PMP（Professional Management Program）コースと

呼ばれ、約 5 カ月間で経営管理の基礎を学ぶコースとして、ウズベキスタン国内で高い評価

を得ている。フェーズ 2 期間にはそのニーズに応じて、1 クラスの定員が 20 人から 35 人に

増加され、年間の実施回数も 1 回から 2 回に増やされた結果、現在は、毎年約 140 名を修了

生として輩出している（35 名×昼/夜 2 クラス×年 2 回）。また、フェーズ 1 と比較して、年

平均で、B コースは 1.8 回から 5.3 回、D コースは 0.8 回から 4.3 回と、実施回数が大きく増
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加し、その分講義内容も多様になっている。日本人講師・現地人講師を問わず、受講生のコ

ースに対する評価も高いことが確認され、講師・通訳・見学先などのデータベースも充実す

るなど、実践的な知識・スキルを提供するシステムが確立されているといえる。 
 

成果 3 
現在、UJC の日本語コースは、タシケントでは 18 コース、ブハラでは 2 コースが、社会

人や若年の日本語学習者に対して、さまざまなコース内容により提供されている。2009 年

12 月現在、これらのコースの学習者数はタシケントでは 314 人、ブハラでは 46 人である。

現地講師化率も着実に向上して 90％を超え、現地講師に対する受講者の評価も高く、本プ

ロジェクトで計画されたところに沿って、UJC における日本語教育の体制は整備されてきた

と判断できる。また、教材作成や教師育成を通じ、日本語教育の拠点としての機能も強化さ

れたといえる。 
 

成果 4 
2009 年の 1 月から 11 月までの約 11 カ月の間に、UJC は相互理解促進事業の一環として、

さまざまなイベントを多数行い、これに 1 万人を超える市民が参加した。UJC がタシケント

とブハラの市民に提供するイベントの種類は年々拡大している。UJC 現地スタッフによる各

種プログラムへの組織的な取り組みも十分なレベルにまで強化されている。また、日本の大

学への留学支援をはじめ、日本の機関・団体と連携した事業も徐々に拡大している。 
 

成果 5 
マスメディアへの露出頻度、ホームページへのアクセス数、メーリングリストの規模など、

十分な広報活動が実施されていると判断される。ビジネスコース・日本語コースの受講者や

相互理解事業の参加者は増加しており、これは来館者数の月平均がフェーズ 1 の 2,822 人か

らフェーズ 2 の 5,886 人へと倍増したことに現れている。このような来館者数の増加に顕著

にみられるように、各事業が発揮する UJC の広報機能は 2008 年の中間評価の時点よりも一

層強化されており、成果 5 は達成されたと評価できる。 
 
（2）プロジェクト目標の達成状況 

ビジネスコース、日本語教育及び相互理解促進事業が何年もの間有効に機能していること

で示されるように、UJC の組織と運営システムはよく整備されるに至っている。UJC 現地ス

タッフによるこれらの活動は十分なレベルに強化されている（成果 1）。特に、ビジネスコ

ースはタシケントのサービス産業、製造業等のセクターのニーズを満たし得る幅広い内容の

ビジネス研修を提供することができるようになった（成果 2）。ウズベキスタンと日本社会

の両方に文化交流を提供することが可能な相互理解促進事業の事業内容は大きく拡大し、多

くの市民を引き付けている。日本語教育についても同様である（成果 3 及び 4）。成果レベ

ルにおけるこれらの重要な達成状況をみると、プロジェクト目標は達成されていると判断で

きる。UJC ビジネスコース認知度や入館者数・会員数などの指標から判断しても、プロジェ

クト目標は達成されているといえる。また、フェーズ 2 期間中において、地方都市ブハラに

分室が開設されるなど、地方展開も積極的に推進された。 
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３－２ 5 項目評価 
（1）妥当性：高い。 

ウズベキスタン政府の貧困削減戦略書〔PRSP/Welfare Improvement Strategy of Uzbekistan
（WIS）、2007 年〕には、中小企業開発振興のための政策方針のひとつとして、民間ビジネ

ススクールの設置など、新たな起業を行う者に対し再教育のシステムを強化することが含ま

れている。このように政府は中小企業セクターの人材育成に努めており、この政策を実現す

る手段のひとつとして、実施機関である MFERIT は本プロジェクトを継続実施し、さらに地

方においてもビジネスコースを実施するよう JICA に要請しているが、これらは本プロジェ

クトに反映されてきた。さらに UJC は、さまざまな研修コースの実施を通じて、実践的な

経営研修を準備し提供することにより、受益者である中小企業セクターのニーズに応えるこ

とに成功している。例えば前述の PMP コースでは、実施可能な経営計画を立案することに

目的が置かれ、その目的に沿ってカリキュラムを組むことにより実践性を高め、ニーズへの

対応が確保されている。また、日本政府の対ウズベキスタン国別援助計画において、「市場

経済発展と経済・産業振興のための人材育成・制度構築支援」が重点分野のひとつに掲げら

れており、本プロジェクトは日本の援助政策とも合致している。 
 
（2）有効性：高い。 

以下のとおり、各成果の達成を通じてプロジェクト目標が達成されており、プロジェクト

の有効性は高いといえる。 
UJC のビジネスコース、日本語教育及び相互理解促進事業は既に何年もの間タシケントと

ブハラの社会に有効に寄与しており、UJC の組織と運営システムはよく機能しているといえ

る。また、UJC 現地スタッフは十分なレベルに強化されており、関連活動の実施をよく担っ

ている（成果 1）。特に、ビジネスコースはタシケントのサービス産業、製造業等のセクタ

ーのニーズを満たし得る幅広い内容のビジネス研修を提供することができるようになった。

UJC ビジネスコースの質は業界の実業家及び起業家の間で高い評価を確実に得るに至って

いる（成果 2）。UJC の相互理解促進事業はウズベキスタンと日本社会の両方に文化交流を

提供することが可能な体制にあり、またその事業内容は大きく拡大し、毎年多くの市民を引

き付けている。日本語教育においても同様な寄与を認めることができる（成果 3 及び 4）。
 
（3）効率性：高い。 

日ウ双方の投入は時期及び規模の面で適切に行われた。プロジェクト活動を通じ、特に以

下のような点が、成果の達成に寄与しており、これらの点から、本プロジェクトの効率性は

高いと判断される。 
1） ビジネスコース：コースカリキュラムにみられる優れた実践性、2009 年の経済・金融

危機対応専門家派遣への緊急対応で発揮された事業遂行能力の向上など 
2） 日本語教育：若年層対象のコース等、18 コースから成るさまざまな日本語教育の提供、

ウズベキスタンで 大の日本語学習者数の確保と維持、ウズベキスタン日本語教育社会

への支援継続など 
3） 相互理解促進事業：多いときは毎月 60 回にも及ぶ文化交流イベントの長期継続実施、

二国間の交流促進、日本の大学への留学促進等の新規事業の開発など 
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（4）インパクト：正のインパクトは大きいと見込まれる。 
達成指標の現況からみる限り、上位目標が達成されるまでにはなお時間が必要と考えられ

る。また、企業経営体の収益性または効率性は、経営環境におけるさまざまな条件により影

響されるので、これらの面から、経営研修の貢献の程度を統計的に評価することは困難な側

面がある。一方では、UJC を訪問する市民の数は近年では年間 7 万人を超えている状況がみ

られるなど、本プロジェクトの実施を通して、既に社会的なインパクトが発生していること

を示唆する例もある。プロジェクト実施の波及効果のひとつとしては、前述の PMP コース

修了生の組織する同窓会の活動が活発化していることが挙げられる。また、UJC は日ウの交

流拠点として確立し、経営研修から文化交流イベントまで極めて幅広いサービスを自らの事

業として提供するのに加え、日本の民間団体や大学等への場の提供など、多様な受益者のニ

ーズに対応する能力を備えるに至った。なお、負のインパクトについては特に確認されてい

ない。 
 
（5）自立発展性：本プロジェクトの自立発展性はさまざまな条件によって決まる。 

ウズベキスタン政府の政策面、NPO 法人としての制度面で、UJC の自立発展性は確保さ

れているといえる。UJC 内の組織面では、日本人専門家が意思決定ラインに配置されている

形態から、現地人材による恒久的な組織体制への移行が必要である。また、財務面では、JICA
と MFERIT による本プロジェクトへの技術及び財務支援が続く限りは、すべての事業は持続

可能と見込まれるが、技術協力プロジェクトが永続的に続くと仮定することはできないの

で、本プロジェクトに対する JICA の支援が終了した後に、どの事業を維持すべきか討議を

開始する必要がある。検討が必要な課題として、継続すべき事業の選択、現地講師活用の増

加、現地講師に対する更なる技術移転など、本プロジェクトの枠内で実施すべきタスクが挙

げられる。また、UJC 事業の運営規模ひいては事業収支の金額は年々増大しており、収入が

大幅に伸びる一方で、経費もほぼ同じ程度に増大している。本プロジェクトは、JICA によ

るローカルコスト負担によって財務的支援を得ていることも考慮しなければならない。継続

すべき事業の選択とともに、自己収入の向上をめざす必要がある。 
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 
（1）計画内容に関すること 

計画内容面では、特筆すべき要因はない。 
 

（2）実施プロセスに関すること 
UJC のビジネスコースが高い評価を得た要因のひとつには、実践的な研修内容を意識して

カリキュラムが構築されたことが挙げられる。特に、前述の PMP コースは、全 13 科目が、

終的にビジネスプランの作成演習に結びつける形で、随時改善しながら実施されており、

効果を上げている。 
 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
プロジェクト目標の達成を阻害するような大きな要因は特に見受けられない。 
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３－５ 結 論 
プロジェクト終了時点までにプロジェクト目標は達成される見込みである。ビジネスコースの

応募者数の多さ、修了生からの高い評価などから判断されるとおり、UJC の市場経済化促進に資

する人材育成拠点としての機能は定着している。日本語教育及び相互理解促進事業は、受講者

数・参加者数の面でも、内容の多様性の面でも発展してきた。さらに、これらの事業を支えるス

タッフ及び現地講師の育成が、フェーズ 2 期間を通じて進んでいる。評価 5 項目の観点から、プ

ロジェクトの妥当性、有効性、効率性が高いことは確認された。プロジェクト終了後に向け、イ

ンパクト及び自立発展性を更に高めるために、次の項に挙げる点が提言される。 
 
３－６ 提 言 
（1）組織・人材面の自立性の向上 

UJC の各セクションにおいて、特にマネジャーとなるべき人材への技術移転に注力する。

また、プロジェクト終了後のウズベキスタン側主体の組織体制への改編を検討する。 
 
（2）財務面の自立性の向上 

収入の増加とコスト削減のため、各事業の、活動内容、実施体制、授業料等の見直しをよ

り厳密に行う。 
 
（3）ビジネスコースの見直し 

ウズベキスタン中小企業セクターの 新のニーズに沿うようにビジネスコースの内容を

常に改善することが求められる。そのためには、ウズベキスタンの商工会議所や企業経営体

とより密接な連携をもつ必要がある。特に企業経営をとりまくウズベキスタンの社会経済条

件を反映したマテリアルの開発が重要である。 
 
（4）後続案件に向けた検討の開始 

「4-5 自立発展性」で述べるとおり、UJC が本プロジェクト終了後もその役割を果たし、

上位目標の達成を実現するためには、JICA 及び MFERIT からの技術及び財務支援が必要で

あると考えられる。ウズベキスタン政府の後続案件の要請に対し、日本政府は同案件を採択

しており、本プロジェクト終了までの間に、関係者間で協力内容について検討を進める必要

がある。 
 
３－７ 教 訓 

3-3 に既述のとおり、実践的な内容のビジネスコースを提供したことが、修了生の UJC に対す

る評価を高める要因となった。また、この UJC に対する信頼と評価の高さが、修了生同窓会の

活動が活発化につながったと考えられる。さらに、この同窓会に対して UJC が事務局機能とし

て積極的に関与したことにより、成果の拡大につながっている。 
こういった事例は、他の類似案件、特に他国で実施中の日本センター案件において、教訓とな

ると考えられる。 
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第１章 終了時評価調査の概要 
 

１－１ 調査団派遣の背景 

ウズベキスタン共和国（以下、「ウズベキスタン」という）は 1991 年の独立以降、大統領の強

力な指導の下、政府主導の段階的な経済改革を実施してきている。他の旧ソ連諸国と比較して、

独立後の経済の落ち込みは小規模であったが、改革の進捗は遅々としたものである。このため、

非効率的な旧態依然の産業構造が継続しており、直接投資の額も国民 1 人当たりでみると、独立

国家共同体（CIS）諸国で最低の水準である。 

わが国は、①ウズベキスタンの市場経済化に資する人材育成、及び②ウズベキスタンと日本と

の相互理解及び友好関係を促進することを目的とした、「ウズベキスタン日本人材開発センター

（UJC）」プロジェクトを 2000 年 12 月～2005 年 11 月の 5 年間実施した。 
この間、若手ビジネスマンを対象としたビジネスコース事業、さまざまな学習者のレベルに応

じた日本語教育事業、一般市民を対象とした相互理解促進事業を実施し、3 事業ともに参加者の

満足度も高く、着実に実績を積み上げた。ビジネスコースは 5 年間に延べ 1,500 人の受講者があ

り、ウズベキスタンで国際クラスのビジネス教育を受けられる貴重な機関として高く評価される

ようになった。日本語コースは、ウズベキスタン内の日本語講座のモデル講座的な役割を果たし、

ウズベキスタン内の日本語学習者増加に貢献した。相互理解促進事業は、日本の伝統文化を紹介

するにとどまらず、UJC フォーラムはじめ、多角的に日本に関する情報発信をしてきており、今

日の日本の姿を知ってもらうことに寄与した。年々センター入館者数が増加し、終了時評価調査

時点で累計 12 万人に達していたことも、UJC の各事業が一定の成果を上げてきたことを裏づけ

ている。 

続く 2005 年 12 月には、フェーズ 1 における成果と教訓を踏まえながら、より効率的・効果的

に事業を実施し一層のインパクトを生んでいくことをめざし、フェーズ 2 を開始することとなっ

た。 

具体的には、フェーズ 2 においては、3 事業間の連携や計画・モニタリングの強化による組織

基盤の強化・効率化、ビジネスコースにおける、中小企業が直面する多様な課題に対応したコー

スの継続的改善及び関連団体との連携による事業の面的拡大、日本語コースにおける、多様化す

るニーズへの効果的対応と日本語教育の拠点としての役割の強化、相互理解促進事業における、

日本の団体との連携・留学情報の発信強化や双方向の交流・情報発信に、重点的に取り組むこと

とした。また、各事業の地方展開の推進も課題とされた。 

 

１－２ 調査団派遣の目的 

（1）当初計画及び中間評価調査結果に照らし、投入実績、活動実績、管理運営状況、カウンタ

ーパートへの技術移転状況、外部条件等について確認を行う。 

（2）JICA 事業評価ガイドラインに基づき、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、

自立発展性）の観点から評価分析を行う。 

（3）目標達成の程度を判定したうえで、プロジェクトに残された課題を日ウ双方のプロジェク

ト関係者と確認し、対外経済関係・投資・貿易省（MFERIT）と協議のうえ、協議議事録（Minutes 

of Meeting：M/M）にまとめ、署名・交換する。 
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１－３ 調査団の構成 

担当分野 氏 名 所 属 

総  括 森 千也 JICA 公共政策部 ガバナンスグループ 次長 

日本語コース評価企画 小栗 潔 国際交流基金 日本語教育専門家（モスクワ国立大学）

評価分析 寺尾 豊光 水産エンジニアリング株式会社 主査 

協力企画 佐藤 里衣 JICA 公共政策部 日本センター課 

 

１－４ 調査日程（評価分析、総括、協力企画の詳細は付属資料 1.を参照） 

日本語コース評価企画：2010 年 1 月 12 日（火）～2010 年 1 月 17 日（日） 

評価分析：2010 年 2 月 9 日（火）～2010 年 2 月 24 日（水） 
総括、協力企画：2010 年 2 月 15 日（月）～2010 年 2 月 24 日（水） 
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第２章 終了時評価の方法 
 

２－１ 評価方法について 

本プロジェクトの評価は、『改訂版 JICA 事業評価ガイドライン（2004 年 2 月）』に従い、計画・

実施された。評価分析は以下の評価 5 項目に基づいて行った。 
 

２－１－１ 評価 5 項目 
（1）妥当性 

プロジェクト目標や上位目標がウズベキスタン政府の政策、日本の援助方針、実施機関

と受益者のニーズに合致しているか、プロジェクトのアプローチが適切であったかなど、

プロジェクトの整合性や必要性を問う。 
 

（2）有効性 
プロジェクトが有効であったか評価するために、プロジェクト目標がどの程度達成され

るか、成果の達成がプロジェクト目標の達成にどのように寄与したか問う。 

 

（3）効率性 

投入の時期、質、量等が成果の醸成にどう影響を与えたか、投入は成果達成のために効

率的に貢献しているか、投入に過不足はないか等を問う。 

 

（4）インパクト 

上位目標の達成見込みを含み、プロジェクトの実施で生じる長期短期の波及効果をみる。

また、正及び負の効果の見込みを検証する。 

 

（5）自立発展性 

現行の国家政策及び実施機関の組織体制・予算状況・要員体制の下で、JICA の協力終了

後もプロジェクトの便益が継続して維持、発展される見込みがあるか評価する。 
 

２－１－２ 終了時評価に用いたプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 

本終了時評価は、2008 年 7 月 9 日に MFERIT との間で合意された PDM（付属資料 4. Annex 1）

に基づいて実施された。 

 

２－２ 主な調査項目と情報・データ収集方法 

終了時評価対処方針及び既存資料に基づいて事前に準備した評価設問に基づいて調査を行い、

その結果を評価グリッド調査結果表（付属資料 5.）に取りまとめた。現地調査に際しては、プロ

ジェクト実績等の資料を収集し、また UJC の現地スタッフ、日本人専門家など関係者へのインタ

ビューを行った。主要面談者のリストは、付属資料 2.のとおりである。 
 

２－３ 終了時評価調査第 1 次調査団の派遣 

本報告書の対象とする終了時評価調査本体に先がけ、終了時評価第 1 次調査団として、情報収
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集調査を行った。同調査は、フェーズ 1 期間を含めた過去 10 年間を対象に、UJC の成果を明ら

かにすることを主な目的として派遣された。同調査を通じて収集した情報の一部は、本件調査結

果に活用されている（詳細は付属資料 8.を参照）。 
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第３章 プロジェクトの達成実績 
 

３－１ 投入実績 

３－１－１ 日本側の投入 

（1）日本人専門家の派遣 
フェーズ 2 の協力期間のうち、既に経過した期間（2005 年 12 月から 2009 年 12 月まで）

中に、UJC の運営と管理に必要な共同所長、業務調整及び日本語コース管理の業務を行う

ために、延べ 8 人の長期専門家が計 155.0 人月派遣された。これらの業務については、2010

年 1 月から 11 月までの残りの協力期間中に、更に計 33.0 人月が投入される予定である。

2005 年 12 月から 2009 年 12 月までの間にビジネスコースの講義と研修管理を行うために

種々の分野の短期専門家が計 63.3 人月派遣された。2010 年 11 月までに、更に約 10.9 人月

の派遣が計画されている。以上から日本人専門家の投入はプロジェクト終了までに 262.2

人月となる。経過期間の投入内訳を付属資料 4. Annex 2 に示す。 
 

（2）JOCV 及び SV との連携実施 

本プロジェクトは、青少年活動分野の青年海外協力隊員（JOCV）及びビジネスコースの

A コース（Professional Management Program：PMP）修了生に経営管理の支援を行う JICA

シニアボランティア（SV）による協力活動と連携して実施された。協力期間中の JOCV に

よる人員投入は計 105.2 人月、また SV による投入は計 34.1 人月（この活動期間中の一部

期間をプロジェクトに従じる）となる。 

 

（3）UJC のスタッフ 

フェーズ 1 が開始されて以来、UJC の運営と管理の補助業務は現地スタッフによって担

われてきた。2009 年 12 月現在、スタッフの員数は UJC（タシケント）と UJC ブハラの合

計で 24 人である。担当業務は、センター運営管理、ビジネスコース、日本語教育、相互

理解事業及びコンピュータコースから成る本プロジェクトの実施に必要な業務すべてに

わたっている。フェーズ 2 期間中の 5 年間に対する現地スタッフの投入は、約 1,500 人月

と見込まれる。 

 

（4）機材供与 

2000 年のフェーズ 1 開始以来、研修事業とセンターの管理運営のために UJC が調達し

た機材は、オーディオビジュアル機器、複写機、デスクトップ及びラップトップ・コンピ

ュータ、カメラ、プリンタ、LAN サーバー、電話器、UPS、事務備品等で、約 800 種類に

及んでいる。2009 年 12 月現在、フェーズ 2 実施のために JICA が負担した機材費は 1,240

万円であった。主要機材と投入金額の年次別内訳を付属資料 4. Annex 3 に示す。 
 

（5）本邦研修 
2009 年 12 月末までに、合計 55 人が 2 週から 3 週の本邦研修に参加している。主な研修

課題は、経営管理、ビジネスコース運営管理、相互理解事業促進等である。研修課題別の

受講者数は次のとおりである。付属資料 4. Annex 4 に受講者氏名等の詳細を示す。 
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1） ビジネスコース実務研修及び講師研修：37 人 

2） 相互理解事業促進とセンター運営管理：5 人 
3） 経済団体強化研修：13 人 

 
（6）JICA が負担したローカルコスト 

プロジェクト活動実施のために JICA が負担したローカルコスト（在外事業強化費）は

2009 年 12 月末現在で、合計 114 万 9,720 米ドルであった。支出費目は、スタッフ等の給与

と報酬、旅費、機材費、通信費、使用賃借料等である。支出内訳を付属資料 4. Annex 5 に

示す。 

 
３－１－２ ウズベキスタン側の投入 

（1）カウンターパート要員の配置 
本プロジェクトの実施に伴い、MFERIT により、センターの運営管理のために、ウズベ

キスタン側の共同所長と会計・業務調整が配置されている。会計・業務調整は UJC（タシ

ケント）及び UJC ブハラにおける担当義務にフルタイムで従事するものであった。以上の

カウンターパート要員の投入は、フェーズ 2 終了までに 120 人月になると見込まれる。 

 

（2）ウズベキスタン側が提供した施設 

UJC の事業実施に供するために、タシケント市国際ビジネスセンターの 6 階及び 9 階に

延べ床面積 1,100m2 のスペースと 1 階の受付カウンター用のスペースが提供されている。

またブハラ市では、ブハラ国立大学により事務室やセミナー室等のスペースが提供されて

いる。 

 

（3）ウズベキスタン側が負担した予算 

タシケント市の国際ビジネスセンターの上記の施設に要する賃借料及び光熱水費（共益

費）はウズベキスタン側が負担している。フェーズ 2 の期間中の共益費支払いのために、

ウズベキスタン政府により毎年 1 億スム（2009 年 12 月の通貨レートで約 6 万 7,000 米ド

ル）が投入された。この共益費支払いの財源は、日本のノン・プロジェクト無償資金協力

に対する見返り資金である。UJC ブハラのための光熱水費等の施設経費はブハラ国立大学

によって負担されている。 

 

３－２ 成果の達成状況 

３－２－１ 成果 1：センター運営に関し、UJC が効率的に運営される体制とシステムが確立

される。 
フェーズ 1 に引き続き、フェーズ 2 においても UJC プロジェクトの 4 つの主柱（ビジネスコ

ース、日本語コース、相互理解事業及び IT コース）はよく稼働し、所定の事業内容が期待どお

り実行されている。フェーズ 1 では、長期専門家１名がビジネスコースの管理運営業務に専任

していたのに対して、フェーズ 2 では、ビジネスコースの管理業務の多くは UJC の現地スタッ

フにより担われた。担当業務のこのような転移に伴い、専門家の投入が相当程度低減されたと

いえる。同様に、現在では相互理解促進事業の大半が現地スタッフによって実施されている。
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財務的な支援はなお必要な状況にあるものの、以上のプロジェクト活動を運営するうえで、UJC

の組織実施体制は適切に構築されてきている。 
 

達成指標 1-1：カウンターパートと UJC スタッフの配置状況  
2009 年 12 月現在、ビジネスコース、日本語コース及び相互理解促進事業を実施し、UJC

（タシケント）及び UJC ブハラを管理するために、UJC では 24 人の現地スタッフを雇用し

ている。また、本プロジェクトの実施を通じて、UJC 運営のために MFERIT は共同所長及び

会計・業務調整と、2 名のプロジェクトカウンターパートを配置してきた。 
 

達成指標 1-2：UJC スタッフの運営能力  
2008 年に実施された中間評価の際と同様に、現地スタッフの中核的要員 6 人について、担

当業務の管理運営能力の評価がなされた。5 段階評価に示される結果によれば、これらの要

員が UJC プログラムの業務経験を通して必要な能力を備えるに至っていると判断すること

ができる。 
 

達成指標 1-3：UJC の収支バランス  
各事業にみられるような事業内容の開発の進展に伴い、UJC 事業の運営規模は年々拡大さ

れてきている。事業収支の金額も同様で、収入が大幅に伸びている一方で、経費もほぼ同じ

程度に増大している。センター事業収支でみる限り、2006 年から 2009 年の間における収入

に対する支出の比率は約 90％もしくは 90％を幾分超えるものであった。ただし、以上の支出

額は、在外事業強化費で支出されている UJC 現地スタッフ人件費等を含んでおらず、また長

期短期専門家の派遣費用も勘定には入っていない。これらを考慮に入れると、UJC を現状の

レベルで運営するためには、フェーズ 1 の期間中と同様に、相当程度の財務支援が必要な状

況にある。 

 

達成指標 1-4：3 事業間（ビジネス、日本語、相互理解）で連携して行った活動実績  
2008 年の中間評価においては、各事業活動の間の連携として、ビジネス日本語コースと観

光旅行ガイド日本語コースの事例が取り上げられた。今回の終了時評価では、ビジネスコー

ス、日本語教育及び相互理解事業の間に、同様な連携の事例として追加できるような活動を

特に見受けることはなかった。これは、各事業の活動が独立性の高い性質をもつためと考え

られる。 

 

達成指標 1-5：計画・モニタリングシステムの導入状況  

フェーズ 2 を通じて、ビジネスコース、日本語教育及び相互理解促進事業のような主たる

事業に係る年間の実施計画が作成されており、このように計画された事業活動について、UJC

現地スタッフと専門家の間の月例会議の場において進捗等が検討されている。また事業活動

の進捗は年 1 回開催されている合同調整委員会（JCC）に報告され、検討を受けている。 
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３－２－２ 成果 2：ビジネスコース事業運営に関し、ニーズに応じて、企業経営についての

実践的ノウハウ・知識を民間セクターに効果的に提供するシステムが構築される。 
UJC が提供するビジネスコースは、A コースから D コースと、4 種類のコースから構成され

ており、タシケントあるいは地方都市のサービス産業や製造業等に向けて、数日間から 5 カ月

の長短の研修期間により種々のビジネス研修を提供することができるまでになっている。A コ

ース（夜間及び昼間）においては、2007 年以降は受講者の定員が約 20 人から 35 人まで増加さ

れた。A コースでは年間の実施回数も 1 回から 2 回に増やされている。また、フェーズ 1 と比

較して、B コースと D コースの実施回数は大きく増加し、その分講義内容も多様になっている。 
 

達成指標 2-1：ビジネスコースの実施実績（内容・回数・受講者数・修了者数）  
次表にビジネスコースの実施実績を取りまとめる。各コースの実施年月日、受講生数等の

詳細を付属資料 4. Annex 8 に示す。 
 

2005 年 12 月から 2009 年 12 月に実施されたビジネスコース 

コース 内容 回数 延べ修了・受講者数 

A コース PMP コース、5 カ月間 7 428 

B コース 問題解決型短期コース、数週間 21 653 

C コース 経営幹部向けセミナー、数日間 11 494 

D コース 地方で実施するセミナー、数日間 17 387 

備考：A コースは修了者数、他のコースは受講者数を示す。 

出所：UJC、2010 年 2 月 

 

調査時点の 2010 年 2 月では、2009 年 9 月開始の A コース（PMP14）が実施中であった。

また以上に加えて、2010 年 9 月までの間に、A コースでは 1 回（PMP15）、B コースでは 9

回、D コースでは 7 回が実施される計画である。 

 
達成指標 2-2：受講者の満足度  

ビジネスコースの実施に伴い、受講者によるコース評価（5 段階評価）が行われている。

その結果によると、PMP の研修内容は 4.3 を超えるレベルで評価されている。また他のコー

スについてもおおむね 4.5 以上で評価されている（付属資料 4. Annex 8 参照）。 
 

達成指標 2-3：現地講師に関する受講者の評価  
研修内容と同様な方法に沿ってビジネスコースの講師も受講者により評価されている。そ

の結果によると、現地講師は 4.5 以上のランクで評価されている。 

 

達成指標 2-4：講師・通訳・見学先データベースの登録数  
2009 年 12 月現在、講師は 27 人、通訳は 25 人、また見学先企業等のサイトとして 15 カ所

が UJC のデータベースに登録されている。2008 年の中間評価の時点では、講師 12 人、通訳

8 人、また見学先企業 20 カ所が登録されていた。この間に講師と通訳の陣容が拡大している

ことが確認できる。 
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達成指標 2-5：商工会議所、経済団体と連携して実施したプログラム数  

2006 年 12 月以降、PMP 修了生のために経営コンサルテーション 8 件が実施されたと報告

されている（付属資料 4. Annex 8 参照）。その多くは JICA SV の池田仁一氏がタシケントの商

工会議所及び UJC ブハラに配属されていたときに行われている。2009 年 8 月の同氏の帰国

以降は経営コンサルテーションの実施例はみられない。 

 
達成指標 2-6：ビジネスコースへの事業運営マニュアルの整備状況  

ビジネスコースの運営管理のために、マニュアルが 3 件あり、随時更新されている。PMP
運営管理のための職員用マニュアル（全 12 頁）、B コース運営管理のための職員用マニュア

ル（全 13 頁）及び D コース運営管理のための職員用マニュアル（全 13 頁）である。現在の

バージョンは 2009 年 12 月に更新されている。 

 
３－２－３ 成果 3：日本語コース運営に関し、多様なニーズに応じた日本語教育を提供する

とともに、その機会を拡大するシステムが構築される。 
現在、タシケントでは 18 コース、ブハラでは 2 コースが社会人や若年の日本語学習者に対し

て、さまざまなコース内容により提供されている。2009 年 12 月現在、これらのコースの学習

者数はタシケントでは 314 人、ブハラでは 46 人である。本プロジェクトで計画されたところに

沿って、UJC における日本語教育の体制は十分に整備されたと判断できる。 

 

達成指標 3-l：日本語コースの実施実績（内容・回数・受講者数・修了人数）  
フェーズ 2 の期間中に、UJC により提供された日本語教育の内容、実施期間、各コースの

受講者数の詳細を付属資料 4. Annex 9 に添付した。また次表にフェーズ 2 期間中の合計受講

者数を示す。 

 

フェーズ 2 期間中の受講者の総数 

期間 受講者の総数

2006 年 1 月 1 日から 2006 年 6 月 30 日まで 236 

2006 年 9 月 12 日から 2006 年 11 月 30 日まで 298 

2007 年 1 月 1 日から 2007 年 6 月 30 日まで 292 

2007 年 9 月 1 日から 2007 年 11 月 30 日まで 394 

2008 年 1 月 1 日から 2008 年 3 月 30 日まで 363 

2008 年 9 月 1 日から 2008 年 11 月 30 日まで 401 

2009 年 1 月 1 日から 2009 年 3 月 30 日まで 359 

2009 年 9 月 1 日から 2009 年 11 月 30 日まで 357 

出所：UJC、2010 年 2 月 
 

達成指標 3-2：受講者の満足度  
日本語学習者へのアンケート調査は年に 1 回実施されている。2006 年から 2008 年までの

間の調査結果によると、平均して 95％が日本語コースに満足していたことが示されている。
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例えば、2008 年 10 月に 209 人の学習者に対して実施されたアンケート調査によると、98％

が日本語コースに満足している。 
 

達成指標 3-3：現地講師に関する受講者の評価  
2008 年に実施されたアンケート調査には、教授方法の感想に関する質問が含まれており、

その調査結果によると、受講者の 95.6％が満足したとの反応が出ている。2009 年 6 月に実施

された講師に関するアンケート調査（100 点満点）によれば、授業の有用性、楽しさ、理解

しやすさ、講師による授業の準備等の面について、現地講師の大多数が 90 点以上と評価され

ている。 

 
達成指標 3-4：現地講師の活用率  

この分析には、現地講師にはウズベキスタン在住の日本語教師が含まれている。UJC の日

本語現地講師の授業時間は、次に示されるように 90％以上に増えている。 

 2008 年 4 月から 6 月： 89.2％ 
 2009 年 1 月から 3 月： 94.1％ 

 2009 年 9 月から 11 月： 91.9％ 

 

達成指標 3-5：日本語教育の拠点としての機能強化の状況  
タシケント市などウズベキスタンにおける日本語教育の教材改良と日本語教師の能力向上

は UJC に担われるところが多い。2009 年 7 月にウズベク語で記述された日本語文法第 2 巻

が発行された。これは 2005 年以降、発刊の準備が中断されていたものである。また、ほかに

もタシケントの日本語教師会に対してさまざまな支援活動が行われている。 

 

達成指標 3-6：事業運営マニュアルの整備状況  
日本語コース管理運営のためのマニュアル（6 頁）が作成されており、コース実施の手順

のほかに、ウズベク語による教材の準備、各種イベント、UJC の全体運営に関連する事項等

について記載されている。中間評価の時点では、各スタッフの担当業務を示した一覧表だけ

が作成されていたことと比較すると、マニュアルの整備は進んだといえる。 
 

３－２－４ 成果 4：相互理解促進事業に関し、経済・社会・文化面を中心にさまざまな分野

に関するウズベキスタン国と日本の情報を双方向に発信する機能が強化される。 

2009 年の 1 月から 11 月までの約 11 カ月の間に、UJC は相互理解促進事業の一環として、さ

まざまなイベントを多数行い、これに 1 万人を超える市民が参加した。UJC がタシケントとブ

ハラの市民に提供するイベントの種類は年々拡大している。UJC 現地スタッフによる各種プロ

グラムへの組織的な取り組みも十分なレベルにまで強化されている。 

 

達成指標 4-l：相互理解促進にかかわるイベントやプログラムの実施実績（内容・回数・参加

人数）  
イベントの実施回数、参加者数及び主なイベントの内容等は次のとおり要約できる。 
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（1）UJC（タシケント） 

期間 イベントの数 参加者数 主要なイベントと実施回数 

2005 年 12 月 1 日から

2006 年 3 月 31 日まで 
43 1,519 折り紙：20 回 

習字と生け花：4 回 

DVD 上映：4 回 

2006 年 4 月 1 日から

2007 年 3 月 31 日まで 
331 10,627 折り紙：208 回 

UJC 施設訪問・DVD 上映：45 回 

絵葉書作成：7 回 
生け花：7 回 

日本大使と話そう：4 回 

2007 年 4 月 1 日から

2008 年 3 月 31 日まで 

318 8,429 折り紙：193 回 

アニメーション上映：38 回 
UJC 施設訪問・DVD 上映：19 回 

絵葉書作成：8 回 

UJC フォーラム：6 回 

切り紙：6 回 

日本の大学の説明：4 回 

紙キルティング：4 回 

2008 年 4 月 1 日から

2009 年 3 月 31 日まで 

556 11,245 折り紙：133 回 

Dutar クラス：101 回 

剣玉クラス：59 回 

習字：79 回 

DVD・アニメーション上映：29 回 

施設訪問：33 回 

絵葉書作成：4 回 
UJC フォーラム：6 回 

ペーパー・クラフト：54 回 

日本の大学の説明：2 回 

その他：56 回 

2009 年 4 月 1 日から

2009 年 12 月 31 日まで 

471 9,558 折り紙：121 回 

Dutar クラス：101 回 

剣玉クラス：34 回 

習字：50 回 

茶道：33 回 
DVD・アニメーション上映：26 回 

施設訪問：10 回 
日本人向けロシア語文法コース：15 回

UJC フォーラム：2 回 
ペーパー・クラフト：5 回 
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日本の大学の説明：7 回 

その他：67 回 

合計 1,719 41,378  

 
（2）UJC ブハラ（2007 年 3 月開所） 

期間 イベントの数 参加者数 主要なイベントと回数 

2007 年 3 月 28 日から

2008 年 3 月 31 日まで 
191 4,489 折り紙：84 回 

アニメーション上映：11 回 

日本の映画：10 回 
UJC 施設訪問：29 回 

テレビ番組「プロジェクト X」：21 回

習字：13 回 

2008 年 4 月 1 日から

2009 年 3 月 31 日まで 

155 1,541 習字：23 回 

そろばん：12 回 

折り紙：38 回 

ペーパー・クラフト：15 回 

絵葉書作成：6 回 

日本の映画：4 回 

UJC 施設訪問：6 回 

その他：51 回 

2009 年 4 月 1 日から

2009 年 12 月 31 日まで 

137 1,568 習字：16 回 

そろばん：18 回 

折り紙：49 回 

ペーパー・クラフト：12 回 

絵葉書作成：7 回 

その他：35 回 

合計 460 7,598  

出所：UJC、2010 年 2 月 
 

達成指標 4-2：参加者の満足度  
アンケート調査の結果によると、参加者の満足の程度は一般に高い。例えば、以下に示さ

れるように、2009 年の調査結果では、92％が満足している。このように満足度が高い結果と

して、UJC（タシケント）において年間約 1 万人が各イベントに参加している。 

 
2009 年の調査結果（イベント参加者 97 人への調査） 

 非常に申し分ない：72％ 
 申し分ない：20％ 

 不満足である：1％ 
 無回答：4％ 
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達成指標 4-3：日本国内の機関との連携実績  

2005 年 12 月から 2009 年 11 月までの間に、日本の組織団体との連携活動として、女性実

業家協会によるイベント（2008 年）、サッカーワークショップ（2009 年）及び国立天文台に

よる天体望遠鏡自作教室（2009 年）など、13 件の事例が報告されている。詳細を付属資料

4. Annex 10 に示す。 

 
達成指標 4-4：留学情報発信活動の実績  

2005 年 12 月から 2009 年 11 月までの間に、日本への留学情報を提供するための活動とし

て、立命館アジア太平洋大学（9 回）、東北大学大学院（1 回）及び筑波大学（1 回）等、計

17 件の事例が報告されている。2009 年 10 月には UJC と日本の大学 5 校との共催により日本

留学フェアが開催され、530 人の学生と市民が参加した。また、UJC 図書室には日本留学の

情報を提供するための特設コーナーが設けられている。 
 

達成指標 4-5：事業運営マニュアルの整備状況  
相互理解促進事業のためのマニュアルは作成されていない。実際のところ、2000 年に本プ

ロジェクトが開始されて以来、各種のプログラムを計画・実施するうえで、マニュアルある

いは業務指示が必要とされる状況にはなかったように見受けられる。しかしながら、プログ

ラムの特徴が年々深みを増し、コミック作画教室等も開催されるに至った現在では、相互理

解事業は、単なる文化交流の範疇を良い意味で越えるものとなっている。事業の意義を維持

発展させるために、将来のある段階において、全体的な方向性または構想をもつことが必要

と考えられる。 

 

３－２－５ 成果 5：UJC の広報機能が強化される。 

UJC の広報機能は 2008 年の中間評価の時点よりも一層強化されており、成果 5 は達成され

たと評価できる。 

 

達成指標 5-1：マスメディアに取り上げられた回数  

 
媒体種類別に見るマスメディアに取り上げられた回数 

年 新聞 ウェブサイト ラジオ テレビ 雑誌 合計 

2006 年 54 120 49 62 - 285 

2007 年 42 160 46 80 - 328 

2008 年 58 87 34 108 2 289 

2009 年 52 77 50 53 5 237 

備考：2009 年のデータは 10 月まで。 

出所：UJC（2010 年 2 月） 

 

達成指標 5-2：UJC ホームページへのアクセス数  
2008 年の中間評価の時点で、UJC ホームページへのアクセス回数は 1 カ月当たり 2 万件～

3 万件の間にあった。今回の調査結果によれば、2009 年 10 月と 11 月の間で、1 カ月当たり
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平均 2 万 8,033 件のアクセスが記録されている。 

 
達成指標 5-3：メーリングリストのメンバー数  

2009 年 12 月現在、以下の UJC メーリングリストが利用可能となっている。 
 

区分 メンバー数 備考 

ビジネスコース（A） 631 個人 

ビジネスコース（B と C） 207 会社 

ビジネスコース（D） 93 電子メール使用者 

日本語教師協会 41  

相互理解促進事業 324  

連携組織とマスメディア 22  

出所：UJC、2010 年 2 月 

 

達成指標 5-4：ニュースレターの発行回数  

2006 年 3 月以降 2009 年 11 月までの間に、月刊のニュースレターが計 45 回発行されてい

る。ニュースレターはウズベク語とロシア語により作成されている。印刷され、UJC 受付カ

ウンターで来館者が入手できるようにされているほか、電子ファイルが UJC ウェブサイトで

閲覧可能である。また印刷版は各国文化センター、相互理解促進事業で訪問する初等教育学

校、日本大使館等、約 20 の組織団体にも配布されている。 

 

３－２－６ 他の成果 

2005 年 12 月にフェーズ 2 が開始されて以降、コンピュータコースが延べ 40 回実施され、合

計 517 人の受講者を得ている。2005 年 1 月以降は、これらのコースは聴覚障害者に対して実施

されている。 

2009 年 12 月末までのフェーズ 2 期間中に行われたコンピュータコースの内訳と受講者数を

次表に示す。またこれらの詳細を付属資料 4. Annex 11 に示した。 

 

コース 回数 コースを修了者数 

基礎コース 14 207 

上級コース 1 13 175 

上級コース 2 6 75 

上級コース 3 4 51 

講師研修 3 9 

合計 40 517 

出所：UJC、2010 年 2 月 
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３－３ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：1）ウズベキスタン国における市場経済化に対応する人材の育成及び 2）ウズ

ベキスタン国と日本の相互理解促進に貢献する日本センターの拠点としての機能が強化される。 

プロジェクト目標を構成する成果 5 件のうち、プロジェクト目標を達成するうえで特に重要な

アプローチとなるのは成果 1 から成果 4 である。ビジネスコース、日本語教育及び相互理解促進

事業が何年もの間有効に機能していることで示されるように、UJC の組織と運営システムはよく

整備されるに至っている。UJC 現地スタッフによるこれらの活動は十分なレベルに強化されてい

る（成果 1）。特に、ビジネスコースはタシケントのサービス産業、製造業等のセクターのニーズ

を満たし得る幅広い内容のビジネス研修を提供することができるようになった（成果 2）。ウズベ

キスタンと日本社会の両方に文化交流を提供することが可能な相互理解促進事業の事業内容は大

きく拡大し、多くの市民を引き付けている。日本語教育についても同様である（成果 3 及び 4）。

成果レベルにおけるこれらの重要な達成状況をみると、プロジェクト目標は達成されていると判

断できる。 

 
達成指標 l：UJC のビジネスコースの認知度  

UJC ビジネスコースの認知度に係る従来の調査結果は、次のとおり要約できる。 

 2009 年 11 月：3％（インタビュー件数は 100 人） 

 2008 年 6 月：36％（インタビュー件数は 128 人） 

 2006 年 6 月：19％（インタビュー件数は 483 人） 

 

2008 年 6 月と 2009 年 11 月の調査によれば認知度の急な減少を示す調査結果が出ているが、

これを裏づける情報はほかには得られていない。この認知度の調査はタシケント市内の路上で

無作為に選ばれた歩行者にインタビューをすることで実施されている。以上の調査結果 3 件に

示される認知度の上昇・下降に意味を見出すのが難しいことから、このような調査方法により

ビジネスコースの認知度を正しく計測することは困難と考えるべきかもしれない。実際には、

PMP への応募者が常に多いことでも示されるように、UJC ビジネスコースの人気は長期間にわ

たって継続している。 

 

達成指標 2：入館者数及び UJC の会員数  

（1）UJC（タシケント） 

 

UJC が提供する各種サービスのユーザー数（人） 

年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年

員数 47,797 65,084 73,646 73,923 64,067 

備考：2009 年分は 12 月のデータは含まない。 

出所：UJC、2010 年 2 月 

 

UJC の会員数は 2008 年 5 月で 526 人、2009 年 10 月で 547 人であった。 
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（2）UJC ブハラ 

UJC ブハラにおけるサービス利用者の数は 2007 年：5,126 人、2008 年：9,718 人、2009 年：

1 万 440 人であった。UJC ブハラでは会員制のサービスは提供されていない。 

 
達成指標 3：地方の拠点の開設状況と活動実績  

UJC ブハラは 2007 年 3 月にブハラ国立大学敷地内に設置された。組織は、会計 1 人（MFERIT
が任命）、UJC 現地スタッフ 3 人（日本語、総務、清掃）及び JOCV 1 人により構成されている。

2009 年 12 月現在、UJC ブハラは、46 人の学習者に対して日本語コース 3 種類（基本コース 2
種類、中間コース 1 種類）を提供し、またさまざまな相互理解事業を年当たり約 1,500 回実施

している。相互理解事業では、折り紙と習字が定期的に実施されており、ほかにさまざまな文

化交流イベントが随時行われている。 
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第４章 評価 5 項目による評価 
 

４－１ 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は高い。 

 
４－１－１ ウズベキスタンの関連政策 

中小企業開発振興のための政策方針のひとつとして、貧困削減戦略書（PRSP/ Welfare 
Improvement Strategy of Uzbekistan（WIS）、2007 年）第 5 章の民間セクター、起業者及び中小企

業への支援に係る政策が挙げられる。ここでは、中期戦略として起業及び中小企業への支援政

策を 12 分野において継続することが確認されている。その 12 分野のなかには、「民間ビジネス

スクールの設置など、新たな起業を行う者に対する各種資格の格上げと再教育のシステムを強

化する」ことなどが含まれている。 

 
４－１－２ 日本政府の対ウズベキスタン援助計画にみる方針 

外務省の対ウズベキスタン国別援助計画（2006 年 9 月）には、ウズベキスタンへの経済協力

と技術協力について 4 件の重点分野が設けられている。その分野のひとつである「市場経済発

展と経済・産業振興のための人材育成・制度構築支援」は「中小企業振興」を対象に含む。本

プロジェクトは、中小企業セクターの人材開発を目標のひとつに置いて実施されているので、

国別援助計画の方針に沿っている。 

 

４－１－３ 実施機関のニーズ 

貧困削減戦略書（PRSP/WIS、2007 年）第 5 章に取り上げられているように、ウズベキスタ

ン政府は中小企業セクターの人材育成に努めてきている。この政策を実現する手段のひとつと

して、MFERIT は本プロジェクトを継続実施し、更に地方においても UJC のビジネスコースを

実施するよう JICA に要請している。フェーズ 1 及びフェーズ 2 を通して、共同所長システム

と JCC が政府のそのような意向を本プロジェクトに反映してきたと考えられる。そのような経

緯のなかで、例えばフェーズ 2 において、2007 年に UJC ブハラが設立され、また D コースの

実施回数が増加されている。 

 

４－１－４ 受益者のニーズ 

ウズベキスタン政府統計委員会の資料によれば、ウズベキスタンには 2009 年 1 月の時点で、

農業経営体を除くと、21 万 3,976 社の小企業と零細企業が存在していた。このうち 4,952 社が

2009 年 1 月から 3 月の間に倒産している。これは、農業経営体を除く小企業と零細企業の相当

部分（年間ベースで 9.3％）が企業経営に失敗していることを示している。この背景には、起

業家の多くが、場合によっては経営計画すら作成しないような、十分に準備されたとはいえな

い状態で企業経営に着手する傾向があるといわれる状況が存在する。 

本終了時評価の時点において、タシケントでは少なくとも 18 校が企業経営に係る長短期の研

修コースを提供している。これらのビジネススクールはなるたけ多くの受講者を獲得するため

に当然ながら競合する関係にある。そのようななかで UJC は、さまざまな研修コースの実施を

通じて、実践的な経営研修を準備し提供することにより中小企業セクターのニーズに応えるこ
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とに成功している。すなわち UJC における PMP 及び他のビジネスコースは実践的であること

に特徴がある。例えば PMP では、実施可能な経営計画を立案することに目的が置かれ、その目

的に沿ってカリキュラムを組むことにより実践性を高め、ニーズへの対応が確保されていると

考えられる。 
 

４－２ 有効性 

本プロジェクトの有効性は高い。 

 
４－２－１ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標を構成する成果 5 件のうち、プロジェクト目標を達成するうえで特に重要

なアプローチを与えるものとして、成果 1～成果 4 が挙げられる。これら成果 4 件の達成が十

分に認められることから、プロジェクト目標は達成されていると判断した。 
 

４－２－２ プロジェクト目標達成への成果の寄与 
後述の 4-3-2 で示されるように、UJC のビジネスコース、日本語教育及び相互理解促進事業

は既に何年もの間タシケントとブハラの社会に有効に寄与しており、UJC の組織と運営システ

ムはよく機能しているといえる。また、UJC 現地スタッフは十分なレベルに強化されており、

関連活動の実施をよく担っている（成果 1）。 

特に、ビジネスコースはタシケントのサービス産業、製造業等のセクターのニーズを満たし

得る幅広い内容のビジネス研修を提供することができるようになった。PMP 夜間コース（A-2）

への応募者数によく示されるように、UJC ビジネスコースの質は業界の実業家及び起業家の間

で高い評価を確実に得るに至っている（成果 2）。 

UJC の相互理解促進事業はウズベキスタンと日本社会の両方に文化交流を提供することが可

能な体制にあり、またその事業内容は大きく拡大し、毎年多くの市民を引き付けている。日本

語教育においても同様な寄与を認めることができる（成果 3 及び 4）。 

 
４－３ 効率性 

本プロジェクトの効率性は高い。 

 

４－３－１ 投入の進捗 
MFERIT のカウンターパート、UJC 現地スタッフ、日本人専門家及びボランティアから成る

要員の投入、機材の供与及び本邦研修の実施は、いずれも時期及び投入規模の面で適切に行わ

れたと考えられる。 

 

４－３－２ 投入・活動の成果達成への寄与 

プロジェクト活動を通じ、特に以下のような点が、成果の達成に寄与しており、これらの点

から、本プロジェクトの効率性は高いと判断される。 

1） ビジネスコース：コースカリキュラムにみられる優れた実践性、2009 年の経済・金融危

機対応専門家派遣への緊急対応で発揮された事業遂行能力の向上など 

2） 日本語教育：若年層対象のコース等、18 コースから成るさまざまな日本語教育の提供、
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ウズベキスタンで最大の日本語学習者数の確保と維持、ウズベキスタン日本語教育社会

への支援継続など 
3） 相互理解促進事業：多いときは毎月 60 回にも及ぶ文化交流イベントの長期継続実施、二

国間の交流促進、日本の大学への留学促進等の新規事業の開発など 
 

４－４ インパクト 

本プロジェクトの正のインパクトは大きいと見込まれる。 

 
４－４－１ 上位目標達成の見込み 

次表に要約されるように、達成指標（1-1 から 2-1）の現況から見る限り、上位目標が達成さ

れるまでにはなお時間が必要と考えられる。 

 

達成指標 終了時評価時点の実績 

1-1 ビジネスコース修

了生の企業のうち収益

が向上した企業数 

2009 年 12 月のアンケート調査では、PMP 受講が経営の収益性増

加に貢献したかとの質問に、36％が「貢献した」あるいは「一部

貢献した」と回答している。また、PMP が経営の有効性と効率性

の増加に貢献したかとの質問には、61％が「貢献した」あるいは

「一部貢献した」と回答があった。 

1-2 ビジネスコース修

了生のうち起業した人

数 

UJC の PMP 受講者データベース（2009 年 11 月更新）では、32 人

（全体の約 5％）が研修修了後に起業活動に着手していることが

示されている。 

1-3 日本語コース修了

生のうち日本語を仕事

に生かしている人数（日

本語教師・日系企業への

就職・観光ガイドとして

の雇用） 

調査期間：2008 年から 2009 年 

・日本語教師：11 人 

・観光ガイド：3 人 

・日系企業への就職：1 人 

 

2-1 両国の市民間で協

力・交流プログラムにつ

ながった事例数 

フェーズ 2 の期間中に、高校生による TV 会議、サッカーワーク

ショップ等、17 件の交流プログラムが実施された。両国からこれ

らのプログラムに 689 人が参加している。 

出所：UJC、2010 年 2 月 

 

企業経営体の収益性または効率性は、経営環境におけるさまざまな条件により影響されるの

で、これらの面から、経営研修の貢献の程度を統計的に評価することは困難な可能性があるこ

とに留意したい。 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）には達成指標として含まれていないが、研

修から得られた個人的な効果を問う追加調査（UJC、2009 年 11 月）において、回答者の 98％

が業務処理の能力が向上したと答えている。プロジェクトあるいは評価調査団がこれまでに実

施した PMP 修了生とのインタビューの結果でも同様な回答が見受けられる。人材育成の側面に

関しては、このように現段階でも上位目標達成を示す事例をみることができる。 
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また、タシケントで UJC を訪問する市民の数は近年では年間 7 万人を超えている。この状況

は、本プロジェクトの実施を通して、社会的なインパクトが発生していることを示唆するもの

と考えられる。 

 
４－４－２ 波及効果 

修了生のネットワーク（A クラブ）は 2002 年に設立された。このクラブは PMP 修了生の間

の交流を促進し、また有意義にすることを目的にしている。これまでにセミナーを開催し、ま

た会員の就職を支援するなどの取り組みを行っている。2009 年 12 月までに PMP コースの実施

は 13 期を数えるが、修了生の間には、同期生の関係を越えた交流も生じている。A クラブの中

核メンバーは、そのような交流環境を重視しており、更に進展させることが必要と考えている。

タシケントの他のビジネススクールには同様な同窓組織はみられない。 

現在の UJC は、経営研修から文化交流イベントまで極めて幅広いサービスを提供することが

可能な多目的なサービス提供機関として機能している。日本とウズベキスタンの外交関係が始

まったのは 1992 年 1 月で、言葉を換えれば、両国が交流を始めたのはここ 20 年程度にすぎな

い。そのため、両国の市民、実業家及び学生の間で一層の情報交換が必要な状況にある。フェ

ーズ 1 とフェーズ 2 で実施されたプロジェクト活動を通して、サービス提供機関として機能す

ることにより、UJC は交流拠点としての組織制度上の位置を確保し、多様な受益者のニーズに

対応する能力を備えるに至った。 

 

４－５ 自立発展性 

以下に示すように、長期的な観点からは、本プロジェクトの自立発展性はさまざまな条件によ

って決まることになる。 

 

４－５－１ 一般状況 

ビジネスコース、日本語教育、相互理解促進事業及びコンピュータコースは、本プロジェク

トの 4 つの主柱を構成している。これらの事業は適切に組織化されており、講師や UJC 現地ス

タッフによって担われる質の高いサービスを提供することができる。このような人材こそが本

プロジェクトにより生成された重要な資産であると考える。 

JICA と MFERIT による本プロジェクトへの技術及び財務支援が続く限りは、すべての事業は

持続可能と見込まれる。しかしながら、技術協力が長期にわたり続くと仮定することはできな

いので、本プロジェクトに対する JICA の支援が終了した後に、どの事業を維持すべきか討議

を開始する必要がある。検討が必要な課題として、継続すべき事業の優先化、現地講師活用の

増加、現地講師に対し必要な技術移転など、本プロジェクトの枠内で実施すべきタスクがある。 

 

４－５－２ 政策面 

貧困削減戦略書（PRSP/WIS、2007 年）第 5 章に示されるように、民間セクター、起業者及

び中小企業に対しては、12 分野において国家政策による支援が確認されている。特に、12 分野

のひとつに含まれるように、「民間ビジネススクールの設置などの新たな起業を行う者に対する

各種資格の格上げと再教育のシステムを強化する」ことが優先されている。したがって、本プ

ロジェクトは国家政策により支援を受けるところに正しく位置している。 
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４－５－３ 組織制度面 

UJC の組織は、ウズベキスタン共和国大統領令（PP-339、2006 年 5 月 1 日）により、民間公

益団体（NPO）として設置されている。本政令により本プロジェクトの組織制度上の自立発展

性が確保されてきた。 
現在、UJC の意思決定ラインの多くには、長期専門家とコンサルタントが配置されている。

この方式はこれまでの間よく機能してきているが、将来のある段階においてより恒久的な組織

体制と入れ替える必要がある。本プロジェクトの枠内で組織再編のプロセスを進めるには、意

思決定ラインを共同所長 2 名及び中核的な現地スタッフにより構成することがまず必要と考え

られる。ビジネスコースでは課長職への配置に向けた現地スタッフの人材育成が既に取り組ま

れている。他の事業やセンター運営管理の分野でも、同様な準備を進める必要がある。 
 

４－５－４ 財務面 
UJC 事業の運営規模ひいては事業収支の金額は年々増大しており、収入が大幅に伸びる一方

で、経費もほぼ同じ程度に増大している。また、次表に示されるように、本プロジェクトは、

JICA によるローカルコスト負担また MFERIT による共益費の負担など、他に多額の財務支援を

得ていることを明記しなければならない。 

 

UJC の財務運営（単位：米ドル） 

暦年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 

①JICA のローカルコスト 172,902 230,770 255,229 296,558

②UJC 事業支出 42,617 65,391 100,402 127,850
経 費 の 負

担 
③MFERIT（共益費） 81,603 79,138 75,245 67,830

総コスト（①＋②＋③） 297,122 375,299 430,876 492,238

UJC 事業収入 57,746 92,024 112,746 136,024

差し引き -239,376 -283,275 -318,130 -356,214

出所：UJC、2010 年 2 月 

 

表中の「差し引き」に示される財務上の不均衡を考慮すると、現在の運営内容を維持するに

は、少なくとも 36 万米ドル程度の財務支援が必要な状況にあること、さらにこの金額には、以

下のような事項に伴う支出が含まれていないことに留意したい。 
（1）日本人講師を現地講師により代替した後の現地講師への報酬の増加 

（2）MFERIT によって提供されている UJC（タシケント）施設の賃借料 
 

４－５－５ 技術面 

UJC ビジネスコースが高い競争力をもつ主な理由は、コース内容の質が優れていることにあ

る。JICA の技術協力が終了した後もビジネスコースの継続を可能とする重要な条件のひとつに、

現在の質レベルを維持することができるか否かがあると考えられる。PMP コースを構成する 13

の科目のうち、8 つの科目の講義が既に現地講師により担われている。これまでの間に、多く

の受講者を引き付けてきた講義は、現地講師及び日本人講師の両者のなかの幾人かにより行わ
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れている。したがって、今後の課題は、有力な日本人講師の講義能力をいかに引き継ぐかにあ

る。 
現地教師による日本語教育の授業時間は 2009 年には 90％以上にまで増大している。また、

日本語を母語とする教師と同程度に高いレベルで評価される現地教師も既に存在している。そ

のような状況から、日本人教師との全面的な交代が必要とされる状況になっても、大きな困難

を経ずに交代が可能と考えられる。 
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第５章 結論・提言 
 

５－１ 結 論 

プロジェクト終了時点までにプロジェクト目標は達成される見込みである。 

ビジネスコースの応募者数の多さ、修了生からの高い評価などから判断されるとおり、フェー

ズ 1 からの約 9 年間を経て、UJC の市場経済化促進に資する人材育成拠点としての機能は定着し

ている。 
日本語教育及び相互理解促進事業は、受講者数・参加者数の面でも、内容の多様性の面でも発

展を続け、他に代わるもののない、日ウ 大の交流拠点として、機能している。 
さらに、フェーズ 2 期間の大きな成果として、これらの事業を支える現地スタッフ及び現地講

師の育成が進んだことが挙げられる。 
評価 5 項目の観点からも、本プロジェクトの妥当性、有効性、効率性が高いことが確認された。

一方、プロジェクト終了後を見据え、インパクト及び自立発展性を更に高めるためには、2010 年

11 月末までの本プロジェクト期間中に、次の項に挙げる点に取り組むことが提言される。 

 

５－２ 提 言 

（1）組織・人材面の自立性の向上 

既述のとおり、本プロジェクト期間中に、現地スタッフの育成が順調に進められてきた。

プロジェクトの残り期間中は、総仕上げの期間と位置づけ、更なる能力強化と業務の移譲が

求められる。 

UJC の各セクションにおいて、マネジャーとなるべき人材への技術移転に注力することが

必要になる。特に、ビジネスコース部門に派遣されているコース運営管理の短期専門家、及

び、日本語部門の日本語教育専門家の業務を、それぞれのセクションの現地スタッフへと引

き継ぎを行う。 

また、プロジェクト終了後、所長については日ウ共同所長体制を維持することが想定され

るものの、原則として、組織図上、明確にウズベキスタン側主体の組織体制へと改編するこ

とを検討する。 
 

（2）財務面の自立性の向上 

財務面での自立発展性の向上のために、更なる収入の増加とコスト削減が求められる。 

本プロジェクト期間中にも、活動の拡充や、物価上昇を受けた受講料見直しなどに伴い、

受講料収入は年々増加してきた。しかし、活動に係るコストとのバランスや、市場価格との

比較による受講料設定、また、自立性の向上を意識した積極的な収入向上策は、必ずしも意

識されてこなかった。 

今後は、各事業について、自立性向上を念頭に置いて、活動内容、実施体制、授業受講料

等の見直しをより厳密に行うことが求められる。 

 
（3）ビジネスコースの見直し 

UJC の自立的発展のためには、特にビジネスコースについて、変化するウズベキスタン中

小企業セクターの 新のニーズに合わせ、内容を常に改善することが求められる。 
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各コース・各科目の教材や講義内容に、企業経営をとりまくウズベキスタンの社会経済条

件を反映できる仕組みが重要である。そのためには、ウズベキスタンの商工会議所や企業経

営体とより密接な連携をもつことが有効であると考えられる。また、何らかの形での企業現

場訪問の機会を設けるなど、より実践的なコースを提供するための努力が必要である。 
 

（4）後続案件に向けた検討の開始 
「4-5 自立発展性」で述べたとおり、UJC が本プロジェクト終了後もその役割を果たし、

上位目標の達成を実現するためには、JICA 及び MFERIT からの技術及び財務支援が必要であ

ると考えられる。ウズベキスタン政府の後続案件の要請に対し、日本政府は同案件を採択し

ており、本プロジェクト終了までの間に、関係者間で協力内容について検討を進める必要が

ある。 
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４．ミニッツ
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５．評価グリッド
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UJC  

(1)  
Professional Management Program PMP
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(2)  
UJC PMP PMP11 13 3

 
 
PMP11  

 PMP11 PMP12 PMP13 

 A1 A2 A1 A2 A1 A2

Declined after interview 6 4 3 6 8 3 

Declined at application stage 6 25 6 20 3 18 

Did not pass interview 5 52 1 37 2 28 

Did not pass test 6 25 6 23 9 49 

Didn't attend interview 1 1 0 0 1 3 

Didn't attend test 4 18 3 16 4 33 

Participants in the course 34 33 33 32 32 35 

Total 62 158 52 134 59 169
 

 

 

 
PMP11 13

21
52

20 A2

20 50
 

 
 

PMP11  A1 A2  A1 A2 
Mean 29.97  31.18 29.91 28.60 
Standard Error 1.26  0.96 2.01 0.64 
Median 29 32 28 27
Mode 29 32 23 25
Standard Deviation 7.33  5.53 6.67 5.62 
Sample Variance 53.67  30.53 44.49 31.64 
Kurtosis 1.70  -0.09 0.36 0.98 
Skewness 1.17  0.37 0.95 1.29 
Range 31 22 21 24
Minimum 21 22 23 22
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Maximum 52 44 44 46
Count 34 33 11 77

PMP12  A1 A2  A1 A2 
Mean 27.88  29.44 23.86 28.90 
Standard Error 0.88  0.92 0.86 0.82 
Median 26 29 23 26.5
Mode 22 23 23 23
Standard Deviation 5.08  5.21 2.27 6.39 
Sample Variance 25.80  27.16 5.14 40.84 
Kurtosis -1.02  -0.91 0.62 0.06 
Skewness 0.48  0.30 1.33 0.94 
Range 17 20 6 24
Minimum 21 21 22 22
Maximum 38 41 28 46
Count 33 32 7 60

PMP13  A1 A2  A1 A2 
Mean 30.53  28.54 26.36 30.78 
Standard Error 1.22  0.79 1.05 0.72 
Median 29.5 28 25 29
Mode 25 26 24 23
Standard Deviation 6.90  4.69 3.47 6.31 
Sample Variance 47.61  21.96 12.05 39.80 
Kurtosis 0.14  -0.51 3.26 0.58 
Skewness 0.90  0.61 1.75 0.85 
Range 25 17 12 27
Minimum 22 22 23 23
Maximum 47 39 35 50
Count 32 35 11 76
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UIJC  
 

1 1 + 2009  

  
 

 
 

 
 

IT 
UJC 

 
 (%) 

 32,724  27,799 14,901 21,538 8,014 11,492  116,468  36%
 0  46,670 2,852 22,151 4,619 0  76,291  24%

 125  3,295 0 477 0 2,911  6,808  2%
 45,342  1,968 21,213 6,114 27 2,314  76,979  24%

 10,556  0 0 0 0 0  10,556  3%
 4,995  0 0 0 0 0  4,995  2%

 9,236  0 0 0 0 3,917  13,153  4%
 0  2,341 750 710 0 0  3,800  1%

 5,023  3,049 3,621 47 0 243  11,984  4%
 108,002  85,122 43,337 51,037 12,660 20,877  321,036  100%
 34% 27% 13% 16% 4% 7% 100% 
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1  

2  
 

2  
 2006  2007  2008  2009  

 129,545 158,492 165,927 191,747
 9,723 18,507 42,833 57,323 

 10,895 6,302 7,750 9,755
 13,853 18,519 22,337 23,700 

IT  7,272 7,170 5,385 4,646 
UJC  1,613 21,780 10,996 9,386 

 172,902 230,770 255,229 296,558 
 

2
3

UJCUJC
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の給与表（月額）を基に、事業別に配分することが可能である（分布の詳細は表 4 のとおり）。 
 
表 3：在外事業強化費（共通費の内訳） 

暦年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 
給与 92,738 101,391 107,095 116,469 
旅費交通費 985 5,138 3,408 125 
備品消耗品費 10,849 26,156 23,717 45,342 
車両関連費 6,704 6,808 10,130 10,556 
機材保守管理費 2,678 3,696 1,285 4,995 
通信費 7,175 9,028 11,519 9,236 
賃借料 741 0 273 0 
雑費・手数料 7,675 6,276 8,500 5,023 

合計 129,545 158,492 165,927 191,747 
 
表 4：センター現地職員の「庸人一覧」に基づく給与費の分布（暦年 2009 年） 
 月額給与費 振り分け率 
総務 2,352  0.28 
ビジネスコース 1,998  0.24 
相互理解 1,071  0.13 
日本語 1,548  0.18 
IT 576 0.07
UJC ブハラ 826  0.10 

計 8,371  1.00 
備考：途中の期間に職員の入退職等が生じているので、月額給与費に 12 を乗じても表 1 の年額
に一致しない。 
 
 下記表 5 は、「共通費」のうちの「給与・報酬」を事業別に振り分け、さらに、本邦調達機材
と本邦調達定期刊行物の購入費を加算した金額である。これを基に、費目別の内訳と合わせて表
にしたものが、表 1 になる。 
 
表 5：在外事業強化費の共通費の給与/報酬費振り分けと本邦調達費用の追加 

暦年：2009 年 

区分 給与/報酬費
振り分け後 

本邦調達
機材 

本邦調達 
定期刊行物

支出合計 

共通費 108,002 108,002 
ビジネスコース 85,122 85,122 
相互理解事業 24,656 5,536 13,145 43,337
日本語コース 45,238 5,799 51,037 
IT 12,660 12,660 
UJC ブハラ 20,878 20,878 

合計 296,557 11,335 13,145 321,037
注：本邦調達の定期刊行物は会計年度による集計。本邦調達（機材と定期刊行物）分の費用には、
UJC ブハラへの配分もあると考えられるが、ここでは相互理解事業（タシケント）にだけ配分
している。機材・定期刊行物の輸送費は含まない。 
 
(2) センター事業収入からの支出 

暦年 2006  2007  2008  2009  
人件費･福利厚生ほか 7,449 16,876 21,383 24,880 
共益費 0 0 23,147 32,516 
通信費 5,557 2,203 2,015 2,227
消耗品購入費 6,034 14,101 7,845 11,095 
税金 11,443 11,129 17,304 20,279 
機材保守管理費 1,287 1,324 2,944 399 
ブハラ分室経費 0 9,700 1,656 2,032 
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借料 1,219 337 492 156 
その他の支出 9,627 9,719 23,616 34,266 

合計 42,617 65,391 100,402 127,850 
出所：UJC 
 
(3) センター事業収入 

暦年 2006 2007 2008 2009 
日本語 24,134 35,772 38,392 33,718 
ﾌﾞﾊﾗ日本語 0 0 2,878 2,305 
IT ｺｰｽ 0 0 0 0 
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ A（PMP) 21,580 43,249 52,665 71,545 
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ B, D 2,158 5,019 7,766 12,837 
ｾﾝﾀｰ会費 2,688 2,987 2,879 3,109 
教科書販売 423 409 415 903 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄほかﾛﾋﾞｰｻｰﾋﾞｽ 1,384 1,384 2,835 3,415 
その他 5,378 3,204 4,915 8,191 

合計 57,746 92,024 112,746 136,024 
備考：端数処理のため各項目の和は以上に示す合計と必ずしも一致しない。 

出所：UJC 

 

(4) 全体支出・補填（本邦調達分費用及びウズベキスタン政府のセンター施設の賃借料負担

を除く） 
Calendar Years 2006 2007 2008 2009 

JICA Local Operation Cost 172,902 230,770 255,229 296,558
UJC Expenditure 42,617 65,391 100,402 127,850Costs borne 

by: 
MFERIT (common service charge) 81,315 77,372 76,745 66,164

Total Costs 296,834 373,533 432,376 490,572
UJC Revenue 57,746 92,024 112,746 136,024
Balance -239,088 -281,509 -319,630 -354,548

 

(5) 事業別の収支（（1）と（3）の比較） 

暦年：2009 年 
事業 支出 収入 

共通費 108,002 9,094 
ビジネスコース 85,122 84,382 
相互理解事業 43,337 6,524 
日本語コース 51,037 33,718 
IT コース 12,660 0 
UJC ブハラ 20,877 2,305 

合計 321,036 136,023 
備考：端数処理の違いのため収入金額の合計は表(3)と異なる。 
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備考： 

 上記にはセンター事業収入を原資とする支出は含まれていない（事業別の 
振り分けが難しいため）。 

 本邦調達分の費用は含まれている。 
 共通費区分の収入は教科書販売及びその他（内容不明）と整理した。 
 相互理解事業の収入はインターネットほかロビーサービス、センター会費。 
 UJC ブハラの収入はブハラ日本語コース。 
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ウズベキスタン日本人材開発センタープロジェクト（フェーズ 2）終了時評価調査 
第 1 次調査報告書 

 
 
1． 調査概要 
（1） 目的 
（2） 団員 
（3） 日程 
 
2． 調査結果 
（1） 成果 1．「ウズベキスタン国内における質の高いビジネス研修機関としてのブランド

の確立」 
（2） 成果 2．「新たな実践的知識の提供を通じた優良なビジネス人材の輩出」 
（3） 成果 3．「修了生のネットワークと同窓会活動の活発化による波及効果」 
（4） 成果 4．「日ウ 大の交流拠点の創出」 
 

８．第 1 次調査報告書 
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1． 調査概要 
 
（1） 目的 

ア． わが国はウズベキスタン共和国（以下、「ウズベキスタン」）の市場経済化に資す

るビジネス人材の育成を目的として、2000 年 12 月「ウズベキスタン日本人材開

発センター（以下、「UJC」）」プロジェクトを開始した。 
イ． その後、ウズベキスタン政府からの要請を受け、JICA は 2005 年 12 月から 5 年

間の予定で「UJC プロジェクト（フェーズ 2）」（以下、「プロジェクト」）を開始

した。現在、3 名の日本人長期専門家（チーフアドバイザー、業務調整、日本語

教育）を派遣中であり、①ビジネスコース、②日本語コース、③相互理解の 3 本

柱を中心に活動を行っている。プロジェクトは、予定どおり 2010 年 11 月に終了

を予定しているが、ウズベキスタン側からは 2009 年度、同プロジェクトの後継

案件に係る要請が越された。 
ウ． 一方、2010 年にプロジェクト開始 10 年という節目を迎えるにあたり、これまで

UJC がどのような成果を上げてきたのか、言い換えれば「UJC が当該国の経済

発展や日本との相互理解促進に対してどのような役割を果たしてきたのか」、内

外の関係者に分かりやすく発信する必要が生じている。そこで今般の終了時評価

では、通常の 5 項目評価による終了時評価にとどまらず、フェーズ 1、2 を通じ

たこれまでの活動成果を総括することを目的として、2 度にわたる調査団の派遣

を行うこととした。 
エ． 本調査は、通常の終了時評価に先駆け、評価分析のコンサルタントと日本センタ

ー課担当職員から成る調査団を派遣し、日本センターがこの 10 年間にウズベキ

スタンの開発に対して果たした役割や機能を確認するため、具体的な成功事例や

支援の効果を定量的に表わせるデータの収集等を行うことを目的とする。 
 
（2） 団員 

担当分野 氏 名 所 属 

評価分析 寺尾 豊光 水産エンジニアリング株式会社 主査 

企画調整 佐藤 里衣 JICA 公共政策部 日本センター課 

 
（3） 日程 
2009 年 12 月 8 日～23 日 



曜日 時刻 評価分析：寺尾 協力企画：佐藤 会場
12月 7日 月 19:40 ビシュケク→タシケント着（ HY776 ）

8日 火 21:10 ソウル→タシケント着（ OZ573 ）
9日 水 9:15

10:00 UJC打合せ UJC
11:30 JICA事務所打合せ JICA Office
16:00 BC Course local Lecturer Mrs. Irina Shakirova

10日 木 9:15
10:00 BC local Lecturer Mrs. Elena Kiselyova

11:15
Mrs.Guonola TADJIBAEVA
Ms.Natalya USHAROVA
Mr. Bogdan CHUTBAEV

12:15 Ms. Olesya Tykhenko
12:45 Mr. Dilmurad YUNUSOV

15:00 PMP graduates Mrs. Natalya Azamatova Scientific-Technical and  Marketing
Research  Center

17:00 PMP Graduates Ms. Nargiza Baydadaeva (PMP9) UJC

11日 金 10:00 PMP Graduates Mr. Bunyodbek Yuldashev(PMP12) Moscow delicacy

12:00 PMP Graduates Mrs. Kasimbekova Ayjan(PMP13) More Info
PM UJC

17:00 JICA Office
22:30 タシケント発→ソウル（ OZ574 ）

12日 土 資料整理
13日 日 資料整理

14日 月 10:00 A club major members 
Mrs. Svetlana Yan(PMP8) - 1
Mr. Andrey Betin(PMP8) - 2 IMETEK INVEST

12:00 PMP Graduates Mrs. Lyubov Khatuntseva(PMP7) De Nova Seeds
15:00 PMP graduates Mrs. Antonina Sheina(PMP6) Stojari
17:00 日本人講師 藤田忍氏 マーケッティング
18:00 PMP graduates ○Ms. Irina Chublukova(PMP7) UJC

15日 火 10:00 PMP graduates Mr. Vitaliy Stolyarov (PMP-8) Conceptual
12:00 PMP graduates Ms. Valeriya Polshina (PMP-9) Tri-S-Audit or U-Cell
15:00 Business Women Association (BWA) Nargis Mirzaakhmedova (PMP-11) Career

16日 水 9:15 UJC

PM 日本語コース専門家インタビュー 立間専門家
16:00 日本語コース修了生インタビュー Ms.Olkhovskaya Yuliya 

17日 木 9:10 UJC到着
11:00 Ms.Kim Elena(観光ガイドのための日本語）

15:00 運営管理センター所長、調整員
17:00 総務スタッフ Ms. Rano SHAMAKHMUDOVA
17:30 　　　　　↓ Mr. Alexander KOROTKOV

18日 金 9:15
10:00 相互理解JOCVインタビュー 永田 麻美子隊員
14:30 聴覚障害者ITコース現地講師 Ms. Olga LEE
17:00 相互理解スタッフインタビュー

Ms.Tatyana GORBUNOVA
Ms.Zulaykho ABDULLAEVA

19日 土 資料整理
20日 日 資料整理
21日 月 10:00 Higher School of Business Mr.Zohid Askariv Higher School of Business

15:00 商工会議所 Ms.Guzal Nuralieva 商工会議所

17:00 BAS Program Mr. Nazar Talibdjanov &
Mr. Timur Sarimsakov BAS Program

22日 火 9:10 UJC到着
資料整理

11:00 KORCHALON Training Center Ms. Sveltlana BAGRYANTSEVA他2名 KORCHALON Training Center
16:00 JICA事務所報告
22:30 タシケント発→ソウル（ OZ574 ）

23日 水

UJC

UJC到着

UJC到着

UJC打合せ

JICA事務所報告

UJC

日付

UJC

UJC到着

Business Course Staff （適宜対応）
UJC

－106－ 
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1991 12 CIS

1996 2003 4
2007 2008 9

2 1.3 1 GDP
1990 2 2007 2008 7  

 
WELFARE IMPROVEMENT STRATEGY OF 

UZBEKISTAN (WIS) 2008-2010 2007
1990

 
 

3 2006
2014

2006 1 30
8,700 2009 1

43 5,888
2009 1

14
21 3,976
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2009 1 3 1
4,952

10 420 2007
1 4,000

 
 

 
 

UJC 2001

2009 12
UJC A 13

693 B D 2,890
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2009 12
2 18

6,700 UJC Professional Management Program PMP
B

300
UJC  

 
9 UJC

20
7 UJC

PMP 28
35 PMP

6 5
 

 

UJC PMP

PMP
 

 

 
PMP  

 
UJC PMP
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IT
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(1)  
Bunyodbek Yuldashev PMP12  
 

Bunyodbek Moscow Delicacy
2003

UJC PMP
2009 3  

Bunyodbek PMP
PMP

 
PMP 2.5

 
(2)  

Khatuntseva Lyubov PMP7  
 

De Nova Agro 2002
Lyubov Director  

PMP

PDCA Lyubov

 
 

PMP
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PMP
 

TOP100 31 PMP
2009 11 UJC

PMP13 32
PMP 30

2008 Country Brief 
2009 22 15% 6

43
 

 

 
 

 
2001 PMP 2 PMP A-club

30 40

UJC A-club  
 

A-club
PMP PMP
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SUPERJOB PMP A-club
2009 1 1,500 2,000

2010 1  
 

 
PMP

UJC-PMP
A-club

 
 

 
 

 
1992 1 1993

UJC

A-club
 
(1) 2009

3  

PMP 2 8

A-club
 

 
(2) 2010 1 15  

70 30 PMP

UNDP 1,500
UJC  
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Introduction Support Group”
 

 

UJC
9

10

 
 

 
 

3 UJC UJC
15

5

UJC

 
"Introduction Support Group" 

 

PMP7
 

 
My suggestion was to organize group 
from PMP graduators to support 
lecturers from Japan. This PMP 
graduators group will give a short 
presentation to the lecturer about 
Uzbekistan (culture, economy, 
education). Lecturers from Japan 
need help from local about country 
where they came to give lectures. 
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UZ 252 854 92 322 4 24 92 13 1,653 

UKR 372 25 37 5 8 44 28 11 530 

KRG 88 101 16 34 0 1 10 6 256 

KZ 26 21 28 4 1 11 15 6 112 

JICA 2009 12  
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